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データベースについて
塩 村   耕

本学文学部名誉教授、故・後藤重郎先生
（1921 ～ 2006）の旧蔵書が、御遺族より本館に
寄贈された。その中には、先生が最も専門とさ
れた新古今和歌集をはじめとする和歌関係の版
本・写本など古典籍約二百点、それからやはり
新古今集を中心とする古筆切百十余点という貴
重資料が含まれている。あからさまな言い方を
すると、それらは市場価値に換算すればたいへ
んな金額となるはずで、まさに得難い篤志たる
ことを銘記したい。
我々のなすべきことは、いただいた志を無に
せぬよう、資料を社会の活用に適切に供するこ
とである。まず古典籍については、既に本館ウェ
ブサイトの「古典籍 DB」すなわち、名大が世
界に誇る（と誰も言ってくれないので私だけが
声高に叫ぶのだが）「名大システム古典籍内容
記述的データベース」に詳しい書誌データが公
開されている。「文庫名」の箇所に「後藤」と
入力して絞り込むと、全貌がほぼ把握されよう
（わずかに未完成の部分を残しているが、追々
完成させる予定）。併せて古筆切についても、
画像と内容を把握出来る新たなデータベースを
準備した。間もなく公開される予定の後者につ
いて以下に紹介しよう。
古筆切とは日本独特の文学資料で、主に室町
時代以前に成立した古典籍の断簡のことであ
る。古来、日本人には古人の筆蹟をひどく愛好
するという癖があり、いきおい古い書物を手に

入れたい人が多かった。そのため古書の価格
が高騰し、書物を完全な姿で所有することが難
しくなり、数行ずつに切り刻んで分割した。そ
の背景には安土桃山時代以来の茶道の隆盛があ
り、茶席の掛け物として古筆切はもてはやされ、
わずかな切れでさえ大金で取引されるように
なった。
それはいわば書物の破壊という最も忌まわし
い行為ではあるが、他方で、全姿は損なわれた
ものの、危険の分散というか、部分の保存には
つながり、さまざまな貴重資料の断片が今に伝
えられることとなった。そもそも、古い筆蹟を
珍重する精神性、また文化財すなわち文化を一
部の貴人が独占せず、みんなで共有しようとい
う風土は、日本人の美質といってよい。

図版①
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ただ問題は、断簡であるために、完本ならば
奥書や書写識語などがあって、筆写者や年代な
ど、さまざまな成立情報を得られたものが、わ
からなくなってしまったことだ。また大金で取
引されることの弊害、つまり偽物の流通も行わ
れる。そこで登場するのが「古筆見」と呼ばれ
た鑑定家たちである。
有名なのは平沢了佐という人。過激な古筆愛
好家であった豊臣秀次にその力量を認められ、
そのものずばり「古筆」という家名と「琴山」
の印章を下賜された。以後、古筆家の本家・分
家の代々とその門葉たちによる古筆の鑑定が、
江戸時代には盛んに行われ、古筆切には彼らが
出した鑑定書である「極め札」が添えられ流通
する。極め札には筆者の名、切れの書き出しが
記され、「極め印」という印章が捺される。図
版①は江戸時代中期の享保 15 年（1730）に刊
行された一枚刷で、古今の古筆見たちが用いた
極め印の印譜である（塩村蔵）。この刷り物に
は刊年記を天明 8年（1788）に改めた後版もあ
り、さらに同種の印譜は幕末まで続出し、愛好
者の数が常に多かったことを物語っている。
今回の DBには、古筆切本紙および極め札に
ついて、画像、本文翻字、その他の情報が一覧
できるように配慮されている。「その他の情報」
には、歌集名、歌番号のほか、極め札を出した
古筆見の名、彼らが鑑定した伝承筆者の略伝、
それからその鑑定が適切なものであるのか吟味
すべく、関連する古筆切など他の筆蹟資料との
比較についても略記している。この最後に記し
た筆蹟比較は、いわば江戸期の古筆見たちに挑

戦しようという不遜な行為で、主観に渉る部分
も大きく、ちょっと心臓が強くないと出来ない
ことなのだが、自分たちの勉強かたがた、あく
までも参考資料として付記することとした。
その過程で思い知ったのが、江戸期の古筆見
たちの恐るべき実力である。図版
②は新古今集の切れで、古筆了任
（分家二代）の極め札により、鎌倉
南北朝時代の公家、二条為明（1295
～ 1364）と極められる。図版③は
前田家尊経閣文庫現蔵、国宝とし
て名高い『宝積経要品』紙背短冊
―すなわち足利直義らが康永 3年
（1344）高野山に奉納した経の折本
の紙背に貼られた当代の歌よみた
ちの短冊―の中にある、紛れのな
い為明自筆短冊で、たしかに同筆
と認められる。もちろん古筆家の
手もとには確かな拠り所となる資
料群があったのだろうが、それに
してもよい仕事をしている。
今回の基礎データ作りには、学
生・院生たちが積極的に参加して
くれた。作業は、各自が担当する
古筆切について、まず歌集名と歌
番号、歌形の異同を調べる。次に
筆蹟を丁寧に模写して、どの運筆
に特徴が見られるのかを把握する。
次に膨大にある古筆手鑑類の複製
など、古筆蹟の写真資料にあたり
比較するという手順だ。切れとはいえ、数百

年前の古典籍の現物が放つオーラは強烈
で、全員が異様な熱心さをもって筆蹟の
解明に取り組んでくれた。世にこれほど
充実した国文学概論の講義もあるまい。
全て古書・古人が教えてくれる。図書館
や文庫が教育の場としても重要である所
以である。
このような画像とテキストを共有し
た DBは、筆蹟資料の比較研究に大きな
威力を発揮するはずで、今後各地の所
蔵先でも同様の公開が進められることが
期待される。ただ、その場合でも原資料
に即した研究が重要であることは言うま
でもない。神秘主義者と思われると心外
なのだが、古書を通して古人の発する霊
力というのはたしかにあり、それはコン
ピュータ画像や活字本を通しては得られ
ない。図版②

図版③
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ところで、これらの古筆切には、本文、歌番
号、歌形の異同などについて、端正な鉛筆書で
記された後藤先生によるメモが添付されてい
た。また寄贈資料の中に、先生が各地の文庫に
ある古写本の本文を対校された、膨大なノート
類が含まれていた。それらを目にしてあらため
て思うのは、校勘―すなわち比較を通して古い
書物の本質について研究すること―こそが古典
文学研究の王道であり、我々の学問分野の拠っ
て立つ、社会的、もっと大げさに言えば文明史
的責務ではないか、ということだ。日本の古典
の著しい特徴は、本文の多様性に対する寛容さ

にある。統一した定本を作ろうとする意志が希
薄で、さまざまに変容する本文を柔軟に受け入
れてきた。そういった中で培われてきた校勘学
の技法は重要で、今後はいわゆる文学以外のす
べての分野の古典籍にも、研究の対象を広げる
べきではなかろうか。そして大学とは、そういっ
たことを後の世代へ次々とバトンタッチしてゆ
く場でもある。この度、後藤先生と御遺族より
いただいた甚大な学恩に触れて、そんなことを
強く考えた。
 （しおむら・こう

研究開発室・文学研究科日本文学研究室）

尾張藩時代からの医学教育と医療の情報拠点、医学部分館
伊 藤 哲 谷

附属図書館医学部分館は、正式には附属病院
のある鶴舞キャンパスにある通称医学部図書館
と、大幸キャンパスにある保健学図書室を言い
ます。鶴舞地区に所属する学内者は意外に多
く、学生、教員、医師、技術者、看護師など
約 3,000 人以上が図書館の利用者でもあります。
鶴舞地区の現在の分館は、1971 年に国費と学友
会の支援により4階建ての建物として新築され、
2 階以上が図書館、1 階が生協食堂、購買など
が入る複合施設です。
名古屋大学創立 70 周年を迎える今年、附属
図書館の歴史、とりわけ創立期のことを考える
と医学部の歴史を語らないわけにはいきませ
ん。そもそも名古屋大学は、官立名古屋医科大
学を前身として創設された大学で、昭和 14 年
創設時には医学部と理工学部の 2学部の大学で
した。そのキャンパスは現在の鶴舞地区に医学

部、東区に理工学部の仮校舎が置かれました。
図書館は、昭和 6年竣工の立派な名古屋医科大
学の附属図書館が医学部分室として名称変更さ
れ、館内に本館と呼ばれる附属図書館の組織が
併置されて再出発しました。職員総勢 8名ほど
の図書館でした。詳しくは、『名古屋大学五十
年史 部局史二』附属図書館の項が参考になり
ます。

大学の創立 70 年の起点は、この昭和 14 年と
なっていますが、前身の医科大学は、さらに 70
年以上の前史をもっています。公式には明治 4
年、公立仮病院、仮医学校をその最初の歴史と
して、帝国大学になるまでの半世紀以上は医学
校と病院の歴史です。その前史のさらに先に連写真 1  昭和 14年当時の医学部分室（左奥の建物）

写真 2  医学部史料室（医学部分館 4階）
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なる尾張藩時代からの漢方・蘭医学から米、独
などの西洋医学受容と、それ以後の診療・医学
教育の歴史を伝える医学部ですが、その史料室
が医学部分館に設置されています。
史料室には、江戸時代からの古医学書や尾張
の医学の歴史を伝える資料類、明治初期からの
医学・医療史の解説パネル、古い医療器具、医
学校、病院等の写真、歴代の教員や外国人教師
に関する史資料がぎっしりと展示されていま
す。平常開館時間中には、来館者の申請があれ
ば入室して見学ができます。
鶴舞地区の病院、医学部・医学系研究科の施
設は、ここ 10 年ほどの間に建替えと改修が進

み最新の病院・医科大学として多大なアクティ
ビティを発揮しつつあります。その中で図書館
医学部分館には、幕末、明治からの医学の歴史
を伝える図書や医学雑誌なども多く、他方では
最新の電子ジャーナルや電子ブックなどはもち
ろん、医学関係の独特な文献データや診療デー
タベースなども駆使されて、医学の進歩と医師、
医療従事者の養成のサポート施設として大いに
利用されています。職員も文献検索法や利用の
指導などにも力をいれ、学内外に対して医学図
書館としての役割に貢献できるよう日々努力を
しています。

（いとう・てつや　医学部分館）

あなたが生まれたとき、あなたの周りには、
すでにケータイやインターネットなどデジタ
ル・メデイアがあったでしょうか？ 今日、生
まれたときからデジタル・メデイアに囲まれて
いた「デジタル・ネイティヴ」を大学図書館の
利用者として迎える時代となりました。
2009 年 8 月 6 日（木）に名古屋大学を会場
として開催した東海地区大学図書館協議会の総
会・研究集会は、今回が 63 回目であり、協議
会が設立されてからは 60 年目となります。東
海 4 県の国公私立の大学図書館等 47 大学から
87 名の参加者がありました。
午前中の総会は、教育・情報担当の山本一良
名古屋大学副総長のご挨拶から始まり、事業計
画や予算などの協議事項のほか、協議会の加盟

館が89館と増えたことなどが議題となりました。
昼休みの附属図書館ラーニング・コモンズの
見学をはさんで、午後の研究集会では、「デジ
タル・ネイティヴと大学図書館」をテーマとし
た講演が行われました。立教大学社会学部の高
橋利枝准教授による「デジタル・ネイティヴの
情報行動」、附属図書館研究開発室の三根慎二
助教による「Google世代の情報の探し方」の
後、松浦好治附属図書館長と栃谷泰文附属図書
館事務部長も加わったパネルディスカッション
では、デジタル異邦人やデジタル移住者も含め
た、各大学の参加者からの活発な発言がありま
した。
デジタルという言葉が、まだ一般には広く知
られていなかったころに設立された協議会です

が、加盟する各大学図書館
は、現在では「デジタル定
住者」として、電子ジャー
ナルの提供や学術機関リポ
ジトリの構築などにより、
大学の学術情報基盤を支え
ています。今後も相互に連
携しながら進展していくこ
とが確認できた総会・研究
集会でした。

（情報管理課）

デジタル・ネイティヴと大学図書館
― 東海地区大学図書館協議会総会・研究集会報告 ―

「デジタル・ネイティヴと大学図書館」パネルディスカッション
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≪利用者から見た図書館≫

図書室の思い出
南 出   真

京都の寺町通りに三密堂という古本屋があ
る。店先に「読書は衣食住の次に大切」という
様な言葉が掲げられていた。中学生の頃、そこ
の店主に私は「勉強に励め」と目と背中で諭さ
れ、しばしば本を頂いた。読めないような難し
い本ばかり貰ってしまったような気がするが、
勉強というのは教科書のみを見ること、読むこ
とのみではないことを教わった気がする。佛縁
によって勉強の手助けを頂いたのに、怠け者の
私はあまり学校の先生の言うことを聞かず成績
は芳しくなかった。それで母は怒り出し、誠心
院の近くにある川端洋服店の空き部屋で勉強す
ることになってしまった。先生は従姉の麻由子
姉さんで空手の達人である。逆らうことは出来
ない。勉強はしたくないが恐ろしいので、好き
な数学を教えてもらうことにした。「英語はえ
えのか」と何度か聞かれたが「数学だけでいい」
と答えた。麻由子姉さんの苦労のお陰で、京都
山科の毘沙門堂の近くの府立洛東高校に進学で
きた。そこには立派な図書室があり、素敵な司
書がおられたので図書室通いをした。どの様に
立派かと言うと、種も仕掛けもない鴬張りの床
で、本棚も全て木製で歴史を感じさせる色で
あった。大きな木の机もあった。その雰囲気だ
けで「勉強してるなあ」と酔ってしまうのであ
る。そこでお化けの本や植物の本、英語の勉強
の仕方、数学者の伝記等を読んだ。図書室のあ
る校舎は桜、紅葉、その他諸々の緑、琵琶湖疏
水や美しい山々を借景にしていたが（余りにも
美しいので勉強に身が入らない！）、天然鶯張
りの為、建直しとなり図書室は運動場に建てら
れたプレハブに移動して、その後、新校舎の片
隅に追いやられてしまった（螢舞う川の近くの
いい所だったような気がする。）。場所が変わろ
うとも三密堂店主の教えがいつまでも心にあり
図書室通いを続けた。そして、学校嫌いの勉強
好き、語学の達人、清浄の男、自学自習の粘菌
学者南方熊楠の伝記に出会い何度も読んだ（例
えば、「南方熊楠－森羅万象を見つめた少年－」
飯倉照平、岩波ジュニア新書、1996 年とか「縛

られた巨人 南方熊楠の生涯」神坂次郎、新潮
文庫 1991 年とか、「南方熊楠」鶴見和子、講談
社学術文庫、1981 年など等）。幼き頃に毘沙門
堂の山や川で遊び、その近くの高校で勉強して
いる私は、自称毘沙門天の化身（時には、自称
金粟如来）の南方熊楠に親近感のようなものを
覚えた。若き熊楠先生は日本人がバカにされて
いた明治時代に大英博物館での図書閲覧を正式
に認められ、閲覧室で独り黙々と本を次から次
へとノートに書き写していったという。「新潮
日本文学アルバム 58 南方熊楠」（新潮社、1995
年）の 85 ページに彼の硯の写真がある。それ
は深くえぐれていて溝が二つあるのである。高
校生の私は「これがほんまもんの勉強や！」と
思った。研究は死ぬ覚悟でしないとだめだと
思った。同時に図書館で勉強することの重要性
を認識した。しかし、生まれつき怠け者の私は
決死の覚悟であまり勉強せずにだらだらと時間
を過ごしてしまった。大学に入り過去の行いを
反省して数学の勉強に励んだ。すると、多少成
果はあったようで修士課程から名古屋大学に通
うようになった。院生室を頂いたので、そこの
机で勉強や研究に励んだ。高校生の頃に、大英
博物館で勉強する南方先生の姿を思い浮かべな
がら勉強したことなどすっかり忘れていた。博
士課程 2年生の時、後輩の宇治川君と沖中君が
数理科学図書室で夜遅くまで勉強しているとこ
ろに遭遇した。その瞬間「少年老い易く学成り
難し」と高校時代に数学の先生に言われた事を
思い出した。また、実際に見たことはないのに
大英博物館で写本している自分と同じ年頃の南
方熊楠の姿が見えたような気がした。そして
「やらなあかん！ 図書室で俺は勉強しなあか
ん！」と思った。当時の司書の谷川さんに「明
日から閲覧室で勉強します」と宣言した。熊楠
さんには到底敵わないけど、形だけでも真似よ
うと図書室通いを始めた。閲覧室にある一番大
きい机を陣取り、ノートを広げる。論文を写し
たり、研究をした。勉強に詰まると書架に本を
取りに行く。そこは数学の研究成果が記され
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た本の海である。難度海である。その海に漂流
しながら、学位論文に挑んだ。段々図々しくな
り、教員閲覧室を使わせて頂き、大きい机いっ
ぱいに本、論文、計算用紙をちらかして勉強し
た。夕方になると赤い夕陽が差してくる。いい
気持だなあと思っていると「閉館時間過ぎてま

す」とよく言われた。随分迷惑な図書館利用者
であった。この場を借りて数理科学図書の皆様
にお詫び申し上げます。
 （みなみで・まこと

多元数理科学研究科 学振特別研究員）

≪利用者から見た図書館≫

図書館にひきつけられた自分
村 西 周 平

自分は今年に入ってから、図書館のバイトを
始めた。これまで図書館を訪れる頻度は少な
かったと思う。これといって図書館が好きだか
ら、といった理由ではじめたのではなく、これ
まで図書館を避けてきたためにバイトを始めよ
うと思った。学部生の頃、図書館に所蔵されて
いる本の中で、自分にとって興味がある本を探
すさいに、検索をする方法を学んだ気がするが、
全く生かすことが出来なかった。ようは忘れて
しまった。研究室に所属するようになって、論
文やら雑誌を読む必要が出てきた。簡単な検索
の方法は研究室でお世話になっている先輩方に
改めて教わったが、自分が必要としている図書
に達するには時間がかかってしまう。時には、
たどりつくことができなかった。つまらない内
容の論文ばかりがひっかかり、何しているのだ
ろうかと思うことがいくらかみられた。検索技
術というのか分からないが、本を探すのが苦手
だったので、これまで図書館にはなかなか訪れ
なかった。人見知りをするのもあるが。しかし、
さすがに院生にもなって、まともな論文を読め
ない、というのはさすがにまずい。という経緯
や、今年度はなぜか図書館のバイトの募集はあ
るが、なかなか決まらない。しかも、当時の生
命農学図書室の係長の苗字が鈴木。お世話に
なっている先輩の苗字も鈴木。ということもあ
り、バイトを始めた。
バイトを始めてみると、教わることが多かっ
た。図書を借りに来る学生に対して、どの図書
館に探している本が置かれているのか、どの場
所にどの図書が置かれているのか、雑誌に関し
ては、どの年代から置かれ、現在も継続的に購

入や寄贈され続けているのかを説明するために
も、自分がちゃんと把握していないと務まらな
い。また、探している雑誌等は電子ジャーナル
上に掲載されている場合もあるので、その場そ
の場で判断し、図書を借りに来る学生に対して、
何が最も利用しやすいのかを考える必要があっ
た。本を借りるという行為は、一方向的ではな
く、両方向的に混じりあっていくものだと感じ
た。
図書を探すことに慣れると、自然と図書を検
索する頻度が多くなった。自分は論文を検索す
る頻度が多いのだが、前述したように、学部生
のころはまともな論文に行き着くことがほとん
どなかった。それで検索が嫌いになった。自分
が読みたい論文と類似した内容の論文にどうし
てたどり着けなかったのか不思議だった。しか
し、今になって思うのだが、その理由は検索す
る範囲が大きかったためだと思う。検索に慣れ
ると、狭い範囲で検索を行っている。一度読ん
だ論文が引用している論文、その論文が引用さ
れている論文、雑誌に関してはインパクトファ
クターを目安に雑誌を固定させて検索するよう
になった。そうすることによって、自分が興味
を持つ分野に焦点を当てたために、得られる知
識の幅が狭まるかもしれないが、自分の研究に
関する知識は広がっていく。自分に適した検索
を見つけることによって、検索が好きになっ
た。
どんなことでもある程度の知識があることに
よって、興味の持ちようも変わってくる。しか
し、その知識を得るさいの第一歩は難しいと思
う。知識を得るには、自分で調べる。または、



 館燈 No.173（Oct. 2009）

－   10  －

中央図書館では、教員著作物等を積極的に収集しています。平成 21 年 7 ～ 8 月は下記の図書を寄
贈していただきました。ここにあらためてお礼申し上げます。

                               （寄贈者の敬称は略します。）

所 　 属 寄 贈 者 名 寄 　 贈 　 資 　 料 　 名 資料ＩＤ 配置場所

名 誉 教 授 木 方 洋 二 熱帯の木材 / 木方洋二著 11676547
中央学 3F
657/Ki

名 誉 教 授 木 方 洋 二
熱帯産工業的未利用樹種のデータベース --名古屋：名古
屋大学古川総合研究資料館，2003．5

11676546
中央学 3F
657/In

名 誉 教 授 木 方 洋 二
The database of tropical industrial lesser-used wood species/

ITTO international tropical timber organization--Nagoya : 

Nagoya university Furukawa museum, 2003
41476581

中央学 3F
657/In

法 学 研 究 科 和田  肇
労働法の世界（第 8版）/ 中窪裕也，野田 進，和田肇著
--東京：有斐閣，2009．4

11676990
中央学 3F
328.1/N

名 誉 教 授 中 井 政 喜
二十世紀中國文学図志 / 楊義，張中良，中井政喜著；森
川（麦生）登美江，星野幸代，中井政喜訳 --［東京］：日
本図書センター（発売），2009．6

11676550
中央学 3F
920.27/Y

名 誉 教 授 中 井 政 喜
中国现代文学图志 / 杨义主笔；杨义，中井政喜，张中良
合著 --北京：生活・讀書・新知三联书店，2009．5

11676551
中央学 3F
920.27/Y

医学部保健学科 本 間 光 彦

医療被ばく：患者さんの不安にどう答えますか？：事例
による放射線カウンセリング / 本間光彦，諸澄邦彦編著：
日本放射線カウンセリング学会，日本放射線公衆安全学
会編集 --東京：日本放射線技師会出版会，2009．6

11676549
中央学 3F
492.4/H

本学教員著作物の寄贈リスト

他人に教わる。このどちらかだと思う。どちら
も自分から踏み込んでいかないと得ることはで
きないと思うので、思い切りが必要だ。研究職
を目指すさいには、行動力・発想力・解析力が
必要と聞いた。解析力に関しては、知識を活か
す作業力であると思う。解析の方法は人それぞ
れ異なり、なんらかの工夫が見られ、参考にな
ることが多い。自分はその解析力を磨くために、
たくさんの本や論文、人と出会って知識を深め
たい。やはり研究はいろんな人が支えになるこ
とによって、よいものになっていくと思う。図
書館に行くとたいていは、一つの本に興味をも

つ。本は職員の方によって、きちんと並べられ
ているため、似た内容の本が近くに置かれてい
る。一つの本から多くの本に興味を持つように
なる。気づいている人も多いと思うが、こう
いった配慮をしてくださる職員の方には感謝し
たい。自分の研究に関する考え方は、図書館に
来るようになって変わった。たくさんの本に出
会えたからだと思うが、甲子園には魔物がいる
ように、図書館にも何かがいるのかもしれない。
いってみよう。
 （むらにし・しゅうへい

生命農学研究科博士前期課程 1年）

zzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzz
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所 　 属 寄 贈 者 名 寄 　 贈 　 資 　 料 　 名 資料ＩＤ 配置場所

工 学 研 究 科 新 美 智 秀 センシング工学 / 新美智秀著 --東京：コロナ社，1992．10 11677569
中央学 3F
501.22/Ｎ

生命農学研究科 小 田 裕 昭
時間栄養学：時計遺伝子と食事のリズム / 香川靖雄編著；
柴田重信［ほか］著 --東京：女子栄養大学出版部，2009．
2

11676545
中央学 3F
498.56/Ka

生命農学研究科
海 老 原
史 樹 文

光周性の分子生物学 / 海老原史樹文，井澤毅編 --東京：
シュプリンガー・ジャパン，2009．7

11677580
中央学 3F
463.9/E

国際開発研究科 中 西 久 枝
国際関係のなかの子ども / 初瀬龍平，松田 哲，戸田真
紀子編著 --東京：御茶の水書房 , 2009.7

11677578
中央学 3F
369.4/H

名 誉 教 授 柴 田 叡 弌
大台ヶ原の自然誌：森の中のシカをめぐる生物間相互作
用 / 柴田叡弌，日野輝明編著 --秦野：東海大学出版会，
2009．7

11677579
中央学 3F
468/Si

エ コ ト ピ ア 古 賀 一 男
視覚系の構造と初期機能 / 内川惠二総編集；篠森敬三編
集 --東京：朝倉書店，2007．9

11677577
中央学 3F
141.21/Si

エ コ ト ピ ア 古 賀 一 男
眼球運動実験ミニ・ハンドブック / 古賀一男著 --川崎：
労働科学研究所出版部，1998．10

11677576
中央学 3F
491.374/Ko

エ コ ト ピ ア 古 賀 一 男
眼球運動の実験心理学 / 苧阪良二，中溝幸夫，古賀一男
編 --名古屋：名古屋大学出版会，1993．5

11677575
中央学 3F
141.21/O

エ コ ト ピ ア 古 賀 一 男
知覚・認知・感情 / 佐藤隆夫編著 --東京：ブレーン出版，
1999．6

11677574
中央学 3F
141.8/Y/1

エ コ ト ピ ア 林 希一郎
生物遺伝資源アクセスと利益配分に関する理論と実際：
新医薬品開発を例に / 林希一郎著 --岡山：大学教育出版，
2007．1

11677572
中央学 3F
467.2/H

エ コ ト ピ ア 林 希一郎
環境アセスメントの最新知識 / 環境影響評価制度研究会
編集 --東京：ぎょうせい，2006．10

11677573
中央学 3F
519.15/Ka

エ コ ト ピ ア 林 希一郎
EUの公共政策 / 和気洋子，伊藤規子編著 --東京：慶應義
塾大学出版会，2006．5

11677571
中央学 3F
332.3/W

エ コ ト ピ ア 林 希一郎
温暖化対策と経済成長の制度設計 / 横山 彰，財務省財
務総合政策研究所編 --東京：勁草書房，2008．1

11677570
中央学 3F
519.04/Y

情報文化研究科 大 下 大 圓
癒し癒されるスピリチュアルケア：医療・福祉・教育に
活かす仏教の心 / 大下大圓著 --東京：医学書院，2005．3

11669234
中央学 3F
490.16/O

生命農学研究科 田 中 隆 文
環境問題はイメージでは解決しない。：ステレオタイプに
惑わされないための水土保全学講義ノート / 田中隆文著 --

東京：星雲社（発売），2009．8
11679307

中央学 3F
519.8/Ta
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所 　 属 寄 贈 者 名 寄 　 贈 　 資 　 料 　 名 資料ＩＤ 配置場所

法 学 研 究 科 河 野 正 憲
Current topics of international litigation / edited by Rolf Sturner 

and Masanori Kawano--Tubingen : Mohr Siebeck, c2009
41478231

中央学 3F
329/St

（資料管理掛）

 ☆ 大募集！ 図書館をよくする学生アイデアコンテスト
  図書館の改善アイデアを募集します。
   すぐに実現できそうなものから「夢」のようなものまで、何でもかまいません。今後の図書
館運営の参考にさせていただきます。斬新なアイデアをお待ちしています。

  優秀なアイデアには iPod nanoなどの賞品を進呈します。どしどしご応募ください。

  ・応募資格：名古屋大学に在籍する学生（メールで連絡が取れること）
  ・応募方法：Ａ 4判の用紙 1枚にアイデアを記入し、メールで提出してください。
  ・応 募 先：e-idea＠ nul.nagoya-u.ac.jp

  ・しめきり：2009 年 11 月 30 日（月）

  12 月中旬に賞品授与・懇談会を予定しています。
  詳細は、附属図書館のホームページ http://www.nul.nagoya-u.ac.jpをご覧ください。

 ☆ 中央図書館 2階北側エリアの閉鎖について
   中央図書館では、ラーニング・コモンズ整備のため、2階北側エリアを閉鎖しています。閉
鎖期間は平成 21 年 11 月中旬まで（予定）です。閉鎖期間中は下記の資料・設備が利用できま
せん。ご不便をおかけしますが、ご了承ください。

  利用不可：
   新着雑誌（ 2階配置分）、参考図書（ 377 ～ 999 ）、年鑑・白書の一部（北側西壁面配置分）
   コピー機（生協、校費）、PC利用コーナー、グループ研究室
 なお、国内新聞（当日分以外）、新着外国新聞は地下 1階で利用できます。

・ 平成 21 年度学術ポータル担当者研修（国立
情報学研究所と共催）参加者 29 名 中央図
書館〈8 ⁄ 5 ～ 7〉
・ 平成 21 年度東海地区大学図書館協議会総会・
研究集会（名古屋大学）参加者 87 名〈8 ⁄ 6〉

編集委員会
増田 晃一（委員長） 小林 恵子（中）
松脇まゆみ（中）   佐藤 華織（中）
大井千恵子（経済）  大塩 和彦（情言）
伊藤 由美（理地球） 鈴木美奈子（医分館）
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